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1嘉
禄
三
年
（
一
二
二
七
）
に
成
立
し
た
『
天
王
寺
秘
決
』
に
は
、「
一
伽
藍
者
、
塔
・
金
堂
・
講
堂
・
鐘
楼
・
経
蔵
・
僧
坊
・
食
堂
、
此
七
種
ヲ一
伽
藍
ト云
也
」
と
の
記
述
が
あ
る
。「
伽
藍
」
と
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
Saṃgha-ārāma の
音
写
「
僧
伽
藍
摩
」
の
略
で
、
本
来
は
出
家
者
の
集
団
（
Saṃgha ）
が
修
行
す
る
清
浄
で
閑
静
な
場
所
（
ārāma ）
を
指
す
が
、
日
本
で
は
し
ば
し
ば
そ
こ
に
建
て
ら
れ
た
堂
塔
を
指
し
た
。
近
世
に
は
多
く
堂
塔
を
具
え
た
寺
院
を
「
七
堂
伽
藍
」
と
も
称
し
た
が
、「
七
堂
」
は
単
に
多
数
を
意
味
す
る
場
合
が
多
く
、
七
つ
数
え
あ
げ
る
場
合
も
、
そ
の
構
成
は
文
献
ご
と
に
異
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
古
代
寺
院
の
「
伽
藍
」
に
建
立
さ
れ
た
建
造
物
の
構
成
と
し
て
、
先
に
挙
げ
た
七
つ
が
一
つ
の
典
型
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
七
つ
の
堂
宇
の
中
で
、
仏
像
の
安
置
場
所
と
し
て
最
も
主
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
金
堂
で
あ
る
。
金
堂
は
日
本
古
代
の
仏
教
寺
院
に
お
い
て
、
塔
と
並
ん
で
最
も
重
要
視
さ
れ
た
建
物
で
あ
り
、
多
く
の
寺
院
で
最
初
に
造
り
始
め
ら
れ
た
こ
と
が
、
文
献
史
料
や
発
掘
調
査
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
研
究
が
対
象
と
す
る
の
は
、
こ
の
金
堂
に
安
置
さ
れ
た
仏
像
で
は
な
い
。
先
に
挙
げ
た
「
七
堂
」
の
う
ち
、『
天
王
寺
秘
決
』
が
金
堂
の
次
に
挙
げ
る
「
講
堂
」
に
安
置
さ
れ
た
仏
像
で
あ
る
。
周
知
の
通
り
、
仏
像
は
金
堂
だ
け
に
安
置
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
平
安
時
代
後
期
に
成
立
し
た
『
七
大
寺
日
記
』
や
『
七
大
寺
巡
礼
私
記
』
を
見
る
と
、
当
時
、
南
都
の
大
寺
で
は
、
講
堂
や
食
堂
な
ど
、
金
堂
以
外
の
堂
宇
に
も
様
々
な
仏
像
が
安
置
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
の
仏
像
は
、
な
ぜ
金
堂
で
は
な
く
、
講
堂
や
食
堂
に
安
置
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
食
堂
に
安
置
さ
れ
た
聖
僧
像
に
つ
い
て
は
、
仏
像
史
・
建
築
史
・
文
献
史
学
な
ど
の
諸
分
野
に
お
い
て
、
す
で
に
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
。
食
堂
の
聖
僧
像
は
、
僧
侶
た
ち
の
理
想
像
と
さ
れ
、
食
堂
で
行
わ
れ
た
斎
食
や
布
薩
に
お
い
て
、
衆
僧
の
上
首
と
し
て
供
養
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
講
堂
に
仏
像
が
置
か
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
特
に
仏
像
史
研
究
で
は
、
講
堂
へ
の
仏
像
安
置
は
自
明
の
こ
と
と
さ
れ
、
「
な
ぜ
講
堂
な
の
か
」
は
問
題
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
言
っ
て
良
い
。
こ
こ
に
研
究
史
上
の
問
題
点
が
あ
る
。
講
堂
と
い
う
堂
宇
の
問
題
が
仏
像
史
研
究
で
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
理
由
は
幾
つ
か
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
食
堂
の
聖
僧
像
と
異
な
り
、
講
堂
に
安
置
さ
れ
た
仏
像
の
尊
種
は
寺
院
ご
と
に
異
な
り
一
定
し
な
い
。
儀
礼
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
一
元
的
に
論
じ
る
の
は
困
難
で
、
個
別
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
も
、
古
代
寺
院
の
各
堂
宇
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
、
そ
の
中
で
仏
像
が
ど
の
よ
う
な
機
能
を
果
た
し
た
の
か
は
、
ほ
と
ん
ど
分
か
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
も
、
古
代
寺
院
の
主
要
な
堂
宇
の
一
つ
と
み
な
さ
れ
る
講
堂
は
、
考
古
学
や
建
築
史
の
分
野
に
お
い
て
、
常
に
研
究
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
。
問
題
は
そ
う
し
た
先
行
研
究
が
、
当
該
分
野
で
も
十
全
に
は
継
承
さ
れ
て
お
ら
ず
、
仏
像
史
研
究
で
も
こ
れ
を
ふ
ま
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
先
行
研
究
の
見
落
と
し
が
、「
な
ぜ
講
堂
か
」
が
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
も
う
一
つ
の
理
由
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
仏
像
史
研
究
で
は
十
分
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
隣
接
す
る
諸
分
野
の
研
究
成
果
を
参
照
し
つ
つ
、
講
堂
に
安
置
さ
れ
た
個
々
の
仏
像
に
焦
点
を
当
て
て
、
そ
の
造
立
意
図
や
宗
教
的
機
能
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
す
る
。
そ
の
際
、
既
知
の
文
献
史
料
を
今
一
度
精
読
し
、
図
像
学
な
ど
美
術
史
学
の
方
法
を
用
い
な
が
ら
考
察
す
る
が
、
特
に
そ
の
像
が
安
置
さ
れ
た
堂
宇
＝
講
堂
と
の
関
係
に
注
目
し
て
研
究
を
進
め
る
。
寺
院
の
立
地
な
ど
像
が
置
か
れ
た
空
間
に
着
目
す
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
に
も
な
さ
れ
て
き
た
が
、
個
々
の
堂
塔
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
考
察
は
、
史
料
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
い
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
。
し
か
し
、
安
置
堂
宇
と
そ
こ
で
行
わ
れ
た
儀
礼
・
法
会
は
、
建
築
史
や
考
古
学
、
仏
教
学
な
ど
、
他
分
野
の
研
究
と
2の
結
節
点
と
も
な
り
得
る
。
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
前
提
、
違
っ
た
視
点
で
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
得
ら
れ
る
結
論
も
従
来
と
は
変
わ
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
個
別
の
仏
像
に
つ
い
て
考
え
る
の
と
同
時
に
、
講
堂
の
仏
像
一
般
、
さ
ら
に
は
仏
像
と
安
置
堂
宇
と
の
関
係
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
、
仏
像
史
の
視
点
か
ら
再
検
討
し
た
い
。
例
え
ば
、
他
分
野
の
先
行
研
究
を
ふ
ま
え
て
「
本
尊
」
な
ど
仏
像
史
研
究
で
は
従
来
自
明
と
さ
れ
て
い
る
概
念
に
つ
い
て
再
考
す
る
こ
と
は
、
新
た
な
視
点
で
個
々
の
仏
像
を
見
る
こ
と
に
繋
が
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
見
直
し
に
よ
っ
て
、
古
代
の
仏
教
造
像
、
延
い
て
は
仏
教
信
仰
の
特
質
を
考
え
る
こ
と
が
、
本
研
究
の
も
う
一
つ
の
目
的
で
あ
る
。
以
上
を
ふ
ま
え
て
、
序
章
で
は
、
主
と
し
て
建
築
史
や
考
古
学
の
分
野
で
研
究
さ
れ
て
き
た
講
堂
の
、
特
に
機
能
の
問
題
に
つ
い
て
、
明
治
期
以
来
の
先
行
研
究
を
振
り
返
っ
た
。
第
一
節
で
は
、
最
初
に
講
堂
の
歴
史
的
研
究
の
始
ま
り
、
す
な
わ
ち
、
法
隆
寺
と
唐
招
提
寺
に
関
す
る
伊
東
忠
太
氏
、
関
野
貞
氏
の
研
究
と
、
高
橋
健
自
氏
に
よ
る
最
初
期
の
伽
藍
配
置
の
研
究
を
見
、
続
い
て
古
代
の
講
堂
を
総
論
的
に
取
り
上
げ
た
研
究
と
し
て
、
主
に
足
立
康
氏
、
石
田
茂
作
氏
、
大
岡
実
氏
の
研
究
を
紹
介
し
た
。
第
二
節
で
は
、
飛
鳥
・
奈
良
時
代
の
伽
藍
を
仏
地
（
金
堂
・
塔
）
と
僧
地
（
講
堂
）
に
区
分
し
て
理
解
す
る
太
田
博
太
郎
氏
、
上
原
真
人
氏
ら
の
研
究
と
、
平
安
時
代
に
山
中
に
造
営
さ
れ
た
山
林
寺
院
、
密
教
寺
院
の
講
堂
に
関
す
る
藤
井
恵
介
氏
ら
の
研
究
に
注
目
し
た
。
第
三
節
で
は
、
先
行
研
究
が
前
提
と
す
る
講
堂
理
解
に
疑
問
を
呈
し
た
、
田
村
吉
永
氏
、
鈴
木
亘
氏
、
山
岸
常
人
氏
の
研
究
を
取
り
上
げ
た
。
三
氏
が
問
題
に
し
た
の
は
、
日
本
で
は
い
つ
か
ら
講
堂
が
造
ら
れ
た
の
か
、
す
べ
て
の
講
堂
に
仏
像
が
安
置
さ
れ
た
の
か
、
講
堂
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
、
と
い
う
き
わ
め
て
基
本
的
な
問
い
で
あ
る
。
田
村
氏
は
日
本
の
寺
院
に
講
堂
が
建
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
奈
良
時
代
以
降
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
、
鈴
木
氏
は
、
円
珍
の
『
仏
説
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
記
』
に
「
唐
で
は
講
堂
に
仏
像
を
安
置
し
な
い
」「
か
つ
て
は
日
本
で
も
安
置
し
な
か
っ
た
」
と
あ
る
の
を
紹
介
し
て
、
す
べ
て
の
講
堂
に
仏
像
が
置
か
れ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
山
岸
氏
は
仏
地
と
僧
地
と
い
う
区
分
は
史
料
的
根
拠
が
薄
弱
な
こ
と
、
奈
良
時
代
の
法
会
の
主
た
る
会
場
は
金
堂
と
そ
の
前
庭
で
あ
り
、
講
堂
以
外
で
も
講
経
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
史
料
で
示
し
、
講
堂
は
「
経
法
を
講
ず
る
堂
」
で
あ
る
、
と
の
前
提
に
再
考
を
迫
っ
た
。
本
論
は
七
章
か
ら
な
り
、
第
三
章
ま
で
の
第
一
部
を
総
論
篇
、
第
四
章
以
降
の
第
二
部
を
各
論
篇
と
し
た
。
総
論
篇
で
は
、
時
代
ご
と
の
講
堂
の
建
立
状
況
、
仏
像
安
置
の
様
相
を
確
認
し
つ
つ
、
講
堂
の
具
体
的
な
用
途
に
つ
い
て
考
え
、
日
本
の
古
代
寺
院
に
い
つ
か
ら
講
堂
が
建
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
ま
た
、
平
安
時
代
に
な
っ
て
伽
藍
か
ら
講
堂
が
消
滅
す
る
の
は
な
ぜ
な
の
か
を
考
察
し
た
。
そ
の
際
、
田
村
氏
の
指
摘
を
ふ
ま
え
、
発
掘
調
査
で
判
明
し
た
堂
塔
配
置
の
み
に
よ
っ
て
建
物
跡
を
講
堂
と
推
定
す
る
こ
と
は
避
け
、
原
則
と
し
て
同
時
代
も
し
く
は
平
安
時
代
前
期
ま
で
の
文
献
に
よ
っ
て
堂
宇
の
名
称
が
確
認
で
き
る
寺
院
を
検
討
の
対
象
と
し
た
。
ま
た
、
鈴
木
氏
の
指
摘
を
ふ
ま
え
、
す
べ
て
の
講
堂
に
仏
像
が
あ
っ
た
こ
と
を
前
提
と
せ
ず
に
、
仏
像
安
置
の
有
無
や
時
期
に
つ
い
て
も
あ
ら
た
め
て
検
討
し
た
。
第
一
章
で
は
、
最
も
史
料
が
豊
富
な
、
奈
良
時
代
の
講
堂
と
そ
の
安
置
仏
の
具
体
的
様
相
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
第
一
節
で
奈
良
時
代
の
講
堂
が
現
存
す
る
唐
招
提
寺
と
法
隆
寺
東
院
、
第
二
節
で
南
都
の
大
寺
で
あ
る
大
安
寺
・
東
大
寺
・
興
福
寺
・
薬
師
寺
・
元
興
寺
の
講
堂
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
第
三
節
で
は
、
文
献
史
料
か
ら
講
堂
の
存
在
が
確
認
で
き
る
近
江
の
石
山
寺
、
平
城
京
の
興
法
寺
（
興
福
院
）、
伊
勢
の
多
度
神
宮
寺
、
越
前
の
気
比
太
神
宮
寺
の
講
堂
に
つ
い
て
検
討
し
、
第
四
節
で
は
講
堂
が
建
て
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
文
献
史
料
か
ら
分
か
る
法
隆
寺
西
院
と
西
大
寺
の
事
例
を
検
討
し
た
。
以
上
四
節
に
わ
た
る
検
討
か
ら
、
奈
良
時
代
の
仏
教
寺
院
の
多
く
に
講
堂
が
造
営
さ
れ
3て
い
た
こ
と
、
た
だ
し
、
す
べ
て
の
寺
院
に
講
堂
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
講
堂
の
用
途
に
つ
い
て
は
、
興
福
寺
で
日
常
的
な
僧
の
集
会
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
石
山
寺
で
安
居
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
、
仏
像
の
安
置
に
つ
い
て
は
、
興
福
寺
や
東
大
寺
と
い
っ
た
大
寺
で
確
認
さ
れ
る
一
方
、
大
安
寺
や
薬
師
寺
、
石
山
寺
で
は
そ
の
可
能
性
の
低
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
奈
良
時
代
の
史
料
に
は
、
講
堂
と
仏
殿
の
機
能
を
明
確
に
区
別
す
る
も
の
（『
沙
弥
十
戒
幷
威
儀
経
疏
』）
と
、
講
堂
を
仏
殿
の
一
種
と
す
る
も
の
（『
令
集
解
』
所
引
「
古
記
」）
が
あ
り
、
講
堂
へ
の
仏
像
安
置
に
つ
い
て
は
複
雑
な
様
相
が
認
め
ら
れ
た
。
な
お
、
個
別
の
寺
院
の
講
堂
を
検
討
す
る
中
で
、
法
隆
寺
東
院
伝
法
堂
の
安
置
仏
は
、
近
世
に
は
現
状
と
異
な
り
、
九
体
阿
弥
陀
を
安
置
す
る
「
九
品
之
浄
土
」
を
構
成
し
て
い
た
こ
と
、
現
在
の
安
置
仏
が
中
世
以
前
に
遡
る
か
は
不
明
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
藤
原
良
継
が
創
建
し
た
興
法
寺
に
つ
い
て
は
、
良
継
晩
年
の
創
建
と
の
研
究
が
現
れ
る
中
で
、
天
平
勝
宝
二
年
（
七
五
〇
）
以
前
の
創
建
と
考
え
る
福
山
敏
男
氏
以
来
の
説
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
第
二
章
で
は
、
前
章
に
続
い
て
平
安
時
代
の
講
堂
、
具
体
的
に
は
、
比
叡
山
延
暦
寺
、
高
野
山
金
剛
峯
寺
、
平
安
京
の
西
寺
と
東
寺
、
広
隆
寺
の
講
堂
の
造
営
時
期
や
安
置
仏
に
つ
い
て
確
認
し
、
常
住
寺
・
弥
勒
寺
の
講
堂
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
た
。
貞
観
寺
・
仁
和
寺
・
醍
醐
寺
で
講
堂
が
造
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
藤
井
氏
に
よ
っ
て
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
他
に
神
護
寺
・
安
祥
寺
・
近
長
谷
寺
・
信
貴
山
寺
で
も
講
堂
が
確
認
出
来
な
い
こ
と
を
指
摘
。
先
行
研
究
で
は
山
林
寺
院
に
お
け
る
講
堂
の
重
視
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
平
地
寺
院
と
山
林
寺
院
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
九
世
紀
半
ば
以
降
に
創
建
さ
れ
た
寺
院
で
は
、
講
堂
が
造
ら
れ
な
く
な
る
も
の
と
推
定
し
た
。
ま
た
、
研
究
史
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
広
隆
寺
講
堂
の
阿
弥
陀
如
来
像
に
つ
い
て
、
嘉
祥
二
年
（
八
四
九
）
に
薨
じ
た
百
済
王
慶
命
の
追
善
の
た
め
に
発
願
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
。
九
世
紀
に
講
堂
が
消
滅
す
る
要
因
と
し
て
は
、
食
堂
及
び
僧
房
の
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
る
寺
僧
集
団
の
変
質
に
注
目
し
た
。
さ
ら
に
、『
東
大
寺
要
録
』
か
ら
、
自
身
が
東
大
寺
灌
頂
院
に
造
立
し
た
像
を
、
供
養
の
た
め
に
同
寺
講
堂
に
移
し
た
助
子
女
王
の
例
を
取
り
上
げ
て
、
平
安
時
代
の
講
堂
の
仏
殿
化
に
つ
い
て
論
じ
た
。
す
な
わ
ち
、
寺
僧
集
団
の
変
質
に
よ
っ
て
会
堂
と
し
て
の
機
能
を
減
退
さ
せ
た
講
堂
は
、
新
造
の
寺
院
で
は
造
ら
れ
な
く
な
り
、
既
存
の
寺
院
で
は
仏
殿
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
第
三
章
で
は
、
最
も
文
献
史
料
の
乏
し
い
飛
鳥
時
代
創
建
寺
院
の
講
堂
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
第
一
節
で
は
、
京
の
大
寺
で
あ
る
飛
鳥
寺
・
百
済
大
寺
（
吉
備
池
廃
寺
）・
文
武
朝
大
官
大
寺
・
川
原
寺
・
本
薬
師
寺
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
講
堂
の
有
無
が
文
献
で
確
認
出
来
ず
、
百
済
大
寺
・
本
薬
師
寺
で
は
そ
れ
ら
し
い
遺
構
も
発
見
出
来
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
第
二
節
で
は
、
八
世
紀
ま
で
の
文
献
史
料
で
講
堂
の
存
在
が
確
認
で
き
る
近
江
の
崇
福
寺
と
河
内
の
西
琳
寺
、
文
献
史
料
で
確
認
出
来
る
の
は
九
世
紀
以
降
だ
が
、
発
掘
調
査
の
成
果
な
ど
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
八
世
紀
以
前
の
講
堂
の
存
在
が
確
か
め
ら
れ
る
筑
紫
の
観
世
音
寺
と
摂
津
の
四
天
王
寺
の
各
講
堂
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
結
果
、
い
ず
れ
の
寺
院
で
も
七
世
紀
前
半
に
は
講
堂
が
造
立
さ
れ
た
証
拠
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
四
天
王
寺
は
七
世
紀
前
半
の
創
建
だ
が
、
講
堂
・
回
廊
・
中
門
の
造
営
は
七
世
紀
半
ば
に
下
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
、
大
陸
の
伽
藍
の
制
を
あ
ら
た
め
て
取
り
入
れ
て
、
四
天
王
寺
で
最
初
の
講
堂
が
建
立
さ
れ
た
も
の
と
推
定
し
た
。
ま
た
、
傍
証
と
し
て
、
百
済
に
起
源
す
る
瓦
積
基
壇
の
日
本
で
最
初
期
の
使
用
が
四
天
王
寺
で
見
ら
れ
る
こ
と
、『
日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ
る
本
格
的
な
講
経
法
会
の
最
初
の
記
録
が
白
雉
三
年
（
六
五
三
）
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
、
序
章
で
見
た
太
田
・
上
原
両
氏
の
伽
藍
配
置
の
研
究
か
ら
考
え
て
も
、
七
世
紀
半
ば
を
画
期
と
考
え
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
4続
く
各
論
篇
で
は
、
古
代
寺
院
の
講
堂
に
か
か
わ
る
仏
像
の
う
ち
、
重
要
と
思
わ
れ
る
も
の
を
選
ん
で
、
安
置
堂
宇
と
仏
像
と
の
関
係
に
特
に
留
意
し
つ
つ
、
そ
の
造
立
経
緯
や
儀
礼
と
の
か
か
わ
り
、
宗
教
的
機
能
に
つ
い
て
個
別
に
検
討
し
た
。
第
四
章
で
は
、
天
平
十
八
年
（
七
四
六
）
に
興
福
寺
の
講
堂
に
造
立
さ
れ
、
後
に
南
円
堂
に
移
座
さ
れ
た
不
空
羂
索
観
音
菩
薩
像
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
第
一
節
で
は
、
そ
の
造
像
の
経
緯
に
つ
い
て
、
史
料
に
あ
ら
わ
れ
る
官
位
か
ら
、
藤
原
房
前
と
牟
漏
女
王
の
子
で
あ
る
藤
原
北
夫
人
と
藤
原
八
束
が
施
主
で
あ
る
こ
と
を
確
認
。
続
い
て
、
二
人
が
そ
の
官
位
に
あ
っ
た
年
代
に
よ
っ
て
、
史
料
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
考
察
し
、
牟
漏
女
王
の
発
願
を
記
す
『
興
福
寺
流
記
』
所
引
「
或
記
」
で
は
な
く
、「
為
先
考
先
妣
」
の
造
像
と
す
る
同
「
宝
字
記
」
を
重
視
す
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
た
。
第
二
節
で
は
、
先
行
研
究
を
ふ
ま
え
て
、
当
時
、
藤
原
北
夫
人
が
北
家
の
実
質
的
な
当
主
で
あ
っ
た
可
能
性
の
高
い
こ
と
を
指
摘
、
造
像
は
藤
原
北
夫
人
を
主
体
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
と
推
定
し
た
。
ま
た
、
藤
原
北
夫
人
は
房
前
の
没
後
、
牟
漏
女
王
在
世
中
に
、
二
人
の
た
め
に
一
切
経
の
書
写
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
時
の
願
文
か
ら
、
不
空
羂
索
観
音
像
造
像
に
お
い
て
願
わ
れ
た
内
容
も
類
推
出
来
る
も
の
と
し
た
。
第
三
節
で
は
、
八
束
の
子
・
内
麻
呂
に
よ
る
南
円
堂
へ
の
移
座
の
問
題
を
扱
い
、
当
時
は
「
講
堂
本
尊
」
と
い
う
概
念
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
。
先
行
研
究
で
は
、
な
ぜ
「
講
堂
本
尊
」
は
本
像
か
ら
阿
弥
陀
如
来
像
に
替
え
ら
れ
た
の
か
が
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
問
題
設
定
そ
の
も
の
を
批
判
し
た
。
さ
ら
に
、
移
座
の
理
由
と
し
て
、
父
八
束
の
作
善
の
価
値
を
高
め
、
八
束
を
追
善
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
そ
こ
で
内
麻
呂
が
願
っ
た
の
は
、
自
身
の
宗
教
的
救
済
で
あ
っ
た
可
能
性
の
高
い
こ
と
を
論
じ
た
。
堂
宇
と
仏
像
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
し
ば
し
ば
堂
宇
本
位
で
、
堂
宇
が
造
ら
れ
た
た
め
に
そ
の
「
本
尊
」
が
必
要
と
さ
れ
る
か
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
る
が
、
む
し
ろ
像
が
供
養
に
適
し
た
空
間
を
求
め
、
新
し
い
堂
宇
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
の
あ
る
こ
と
を
本
像
は
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
第
五
章
で
は
、
承
和
十
一
年
（
八
四
四
）
に
供
養
さ
れ
た
東
寺
講
堂
に
安
置
さ
れ
る
二
十
一
尊
の
木
彫
群
像
に
つ
い
て
、
そ
の
独
特
な
尊
像
構
成
の
典
拠
、
儀
礼
と
の
関
係
と
宗
教
的
機
能
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
ま
ず
、
諸
像
の
典
拠
に
つ
い
て
は
、
空
海
が
理
解
す
る
と
こ
ろ
の
『
金
剛
頂
経
』
広
本
に
も
と
づ
い
て
構
成
さ
れ
た
も
の
と
指
摘
し
た
。
そ
の
根
拠
は
、
次
の
三
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
従
来
、
仁
王
経
法
に
拠
り
、
輪
宝
を
取
る
と
さ
れ
て
き
た
五
菩
薩
中
尊
金
剛
波
羅
蜜
菩
薩
像
は
、『
真
実
摂
経
』
や
『
略
出
経
』
に
も
と
づ
く
金
剛
杵
を
執
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。
第
二
に
、
同
じ
く
仁
王
経
法
に
拠
る
と
さ
れ
て
き
た
五
大
明
王
像
も
、『
仁
王
念
誦
儀
軌
』
の
文
言
と
、
空
海
の
経
典
理
解
を
ふ
ま
え
る
と
『
金
剛
頂
経
』
に
拠
る
と
解
釈
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
。
第
三
に
、
五
仏
像
の
乗
る
鳥
獣
座
は
『
略
出
経
』
に
説
か
れ
、
金
剛
波
羅
蜜
菩
薩
像
の
獅
子
座
は
、
こ
の
『
略
出
経
』
で
し
か
解
釈
出
来
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
諸
像
と
関
わ
る
儀
礼
に
つ
い
て
は
、
承
和
十
四
年
に
実
恵
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
伝
法
会
に
注
目
し
た
。
こ
れ
ま
で
像
と
の
関
係
が
論
じ
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
が
、
表
白
の
検
討
に
よ
り
、
諸
像
の
機
能
は
、
こ
の
顕
教
的
な
講
経
法
会
と
密
接
に
関
わ
る
も
の
と
推
測
し
た
。
さ
ら
に
、
具
体
的
な
諸
像
の
機
能
に
つ
い
て
は
、『
金
剛
頂
経
』
に
も
と
づ
く
構
成
と
図
像
を
持
つ
こ
と
と
、
そ
れ
が
彫
像
で
あ
ら
わ
さ
れ
た
こ
と
の
二
点
に
着
目
し
て
検
討
し
た
。
前
者
は
、
供
養
を
行
っ
た
の
が
修
行
中
の
真
言
僧
で
あ
っ
た
こ
と
と
関
係
し
、『
金
剛
頂
経
』
に
も
と
づ
く
諸
像
の
構
成
や
図
像
は
、
真
言
行
者
の
修
行
過
程
を
示
し
て
、
そ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
。
一
方
、
後
者
は
、
伝
法
会
が
顕
教
的
な
法
会
で
あ
っ
た
こ
と
に
関
係
す
る
と
推
定
。
空
海
が
目
指
し
た
の
は
、
善
因
善
果
に
よ
る
護
国
の
実
現
で
あ
り
、
彫
像
の
諸
尊
が
必
要
と
さ
れ
た
の
は
、
伝
法
を
5目
的
と
す
る
大
乗
的
な
法
会
に
よ
っ
て
護
国
を
実
現
す
る
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
。
第
六
章
で
は
、
元
慶
七
年
（
八
八
三
）
の
『
観
心
寺
勘
録
縁
起
資
財
帳
』「
講
堂
」
条
に
記
載
の
あ
る
大
阪
・
観
心
寺
の
現
本
尊
、
如
意
輪
観
音
菩
薩
像
の
宗
教
的
機
能
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
第
一
節
で
は
、
先
行
研
究
の
問
題
点
と
し
て
、
講
堂
を
『
資
財
帳
』
に
見
え
る
「
嵯
峨
院
大
皇
太
后
御
願
堂
」
に
当
て
る
西
川
新
次
氏
以
来
の
説
に
は
十
分
な
根
拠
が
な
い
こ
と
、
先
行
研
究
は
講
堂
へ
の
本
尊
仏
の
安
置
を
自
明
な
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
再
検
討
を
要
す
る
こ
と
を
確
認
。
続
く
第
二
節
で
、
観
心
寺
が
真
紹
の
私
寺
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
後
、
第
三
節
で
は
、
主
要
堂
宇
と
見
な
さ
れ
る
講
堂
と
如
法
堂
の
性
格
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
の
上
で
、
大
幅
の
胎
蔵
曼
荼
羅
が
置
か
れ
た
密
教
修
法
の
た
め
の
堂
宇
で
あ
る
如
法
堂
こ
そ
、
嵯
峨
院
太
皇
太
后
・
橘
嘉
智
子
の
御
願
堂
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
論
じ
た
。
ま
た
、
講
堂
は
仏
殿
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
真
紹
に
よ
っ
て
、
変
質
し
つ
つ
あ
っ
た
寺
僧
集
団
の
和
合
・
結
束
を
維
持
す
る
た
め
に
建
立
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
現
在
の
本
尊
で
あ
る
如
意
輪
観
音
像
は
講
堂
の
中
尊
や
寺
院
の
主
尊
と
し
て
造
立
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
講
堂
造
営
後
に
い
ず
れ
か
の
有
力
な
檀
越
に
よ
っ
て
施
入
さ
れ
た
も
の
と
推
測
し
た
。
第
四
節
で
は
そ
の
檀
越
に
つ
い
て
検
討
し
、
従
来
説
の
通
り
、
橘
嘉
智
子
の
可
能
性
も
あ
る
一
方
、
そ
の
娘
で
あ
る
正
子
内
親
王
の
可
能
性
も
高
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
観
心
寺
講
堂
が
特
に
選
ば
れ
た
の
は
、
願
主
が
行
い
得
な
い
山
林
修
行
を
行
う
修
行
僧
の
活
動
す
る
場
に
お
か
れ
る
こ
と
で
、
僧
た
ち
の
福
田
と
な
り
、
そ
の
福
行
を
助
け
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
た
め
と
推
定
し
た
。
こ
こ
か
ら
、
密
教
的
な
尊
格
の
像
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
造
立
行
為
自
体
は
「
願
い
を
込
め
て
像
を
造
る
」
と
い
う
大
乗
的
な
作
善
で
あ
っ
た
こ
と
、
密
教
的
な
実
践
は
、
尊
格
の
選
択
や
、
密
教
僧
を
通
し
て
、
間
接
的
に
発
願
者
と
か
か
わ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
第
七
章
で
は
、
天
武
天
皇
十
四
年
（
六
八
五
）
に
山
田
寺
に
完
成
し
、
後
に
興
福
寺
に
奪
わ
れ
て
同
寺
東
金
堂
に
安
置
さ
れ
た
「
丈
六
仏
」（『
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
』
裏
書
）
の
仏
頭
に
つ
い
て
、
そ
の
安
置
堂
宇
と
尊
名
に
つ
い
て
再
検
討
し
た
。
先
行
研
究
に
お
い
て
、
本
像
は
当
初
講
堂
に
安
置
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
本
像
の
造
立
当
時
、
金
堂
に
は
す
で
に
別
の
仏
像
が
安
置
さ
れ
て
い
た
と
す
る
従
来
説
の
根
拠
は
薄
弱
で
あ
り
、
当
時
、
金
堂
に
仏
像
が
安
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
め
得
な
い
こ
と
、
た
と
え
安
置
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
本
像
の
金
堂
安
置
の
障
碍
と
は
な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
そ
の
過
程
で
、
七
世
紀
に
お
け
る
造
寺
と
造
仏
、
寺
僧
と
丈
六
仏
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
再
考
す
る
必
要
が
あ
り
、
金
堂
の
完
成
や
寺
僧
の
居
住
を
も
っ
て
金
堂
安
置
仏
の
完
成
と
見
る
こ
と
は
出
来
な
い
こ
と
を
示
し
た
。
丈
六
の
薬
師
仏
が
か
つ
て
講
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
た
と
す
る
鎌
倉
時
代
以
降
の
縁
起
資
料
に
つ
い
て
は
、
最
も
成
立
年
代
の
遡
る
『
諸
寺
建
立
次
第
』
は
、
こ
れ
を
講
堂
安
置
と
読
む
必
要
の
必
ず
し
も
な
い
こ
と
、
護
国
寺
本
及
び
菅
家
本
『
諸
寺
縁
起
集
』
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
。
こ
う
し
た
縁
起
資
料
に
よ
っ
て
、
あ
る
時
代
の
堂
宇
や
安
置
仏
を
正
確
に
復
原
す
る
こ
と
の
困
難
さ
に
つ
い
て
も
論
じ
た
。
さ
ら
に
、
山
田
寺
の
回
廊
北
側
に
建
立
さ
れ
た
堂
宇
は
、
食
堂
で
あ
る
可
能
性
も
考
慮
す
べ
き
で
、
そ
の
建
立
年
代
に
も
再
考
の
必
要
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
う
し
た
考
察
を
ふ
ま
え
、
根
本
史
料
で
あ
る
『
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
』
裏
書
を
素
直
に
読
む
こ
と
で
、「
丈
六
仏
」
は
金
堂
に
安
置
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
た
。
ま
た
、
仏
頭
の
当
初
の
尊
名
に
つ
い
て
は
、
七
世
紀
に
お
い
て
「
丈
六
仏
」
と
言
え
ば
、
そ
れ
だ
け
で
丈
六
の
釈
迦
如
来
像
を
指
し
て
い
た
可
能
性
の
高
い
こ
と
を
示
し
、
同
像
も
釈
迦
如
来
像
と
し
て
造
立
さ
れ
た
も
の
と
推
定
し
た
。
さ
ら
に
、
仏
頭
は
先
行
研
究
が
説
く
通
り
、
石
川
麻
呂
追
福
の
像
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
し
た
願
意
も
、
寺
号
の
「
浄
土
寺
」
も
、
ま
た
、
後
れ
て
造
立
さ
れ
た
脇
侍
が
二
軀
と
も
に
観
音
で
あ
っ
た
こ
6と
も
、
本
像
を
釈
迦
と
す
る
本
研
究
の
立
場
と
矛
盾
し
な
い
こ
と
を
示
し
た
。
ま
た
、
脇
侍
に
は
脇
侍
の
発
願
者
、
願
意
が
あ
っ
た
は
ず
で
、
中
尊
と
の
関
係
は
尊
種
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
願
意
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
に
も
言
及
し
た
。
終
章
で
は
、
中
国
の
講
堂
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
講
堂
に
仏
像
が
安
置
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
検
討
し
た
。
唐
代
の
講
堂
に
は
仏
像
が
安
置
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
『
歴
代
名
画
記
』
の
敬
愛
寺
の
記
述
に
よ
っ
て
確
か
め
た
後
、
第
一
節
で
は
漢
訳
経
典
に
現
れ
る
講
堂
・
法
堂
か
ら
そ
の
語
義
を
確
認
し
、
経
法
を
論
議
す
る
場
、
比
丘
た
ち
の
集
ま
る
会
堂
と
の
用
例
が
あ
る
一
方
、「
講
」
と
は
無
関
係
に
仏
教
的
な
建
物
に
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
仏
の
居
所
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
第
二
節
で
は
、
正
史
や
僧
伝
、『
洛
陽
伽
藍
記
』
な
ど
の
史
料
か
ら
、
中
国
で
は
五
世
紀
初
頭
に
は
伽
藍
に
講
堂
を
造
営
し
、
仏
像
を
安
置
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
、
六
世
紀
初
頭
に
は
講
堂
に
多
数
の
在
俗
者
を
入
れ
て
大
規
模
な
講
経
法
会
が
営
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
俗
講
の
盛
行
に
よ
っ
て
、
七
世
紀
後
半
に
は
講
堂
に
仏
像
を
安
置
し
な
く
な
っ
た
も
の
と
推
測
し
た
。
第
三
節
で
は
最
初
期
の
講
堂
に
仏
像
が
安
置
さ
れ
た
理
由
を
探
る
た
め
に
仏
殿
に
注
目
。
結
果
、
中
国
の
伽
藍
で
は
日
本
と
は
逆
に
仏
殿
の
方
が
講
堂
の
出
現
よ
り
も
遅
く
、
も
と
も
と
塔
や
講
堂
に
仏
像
が
安
置
さ
れ
て
お
り
、
六
世
紀
前
半
以
前
の
あ
る
時
期
か
ら
、
仏
像
安
置
に
特
化
し
た
仏
殿
が
建
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
俗
講
の
盛
行
も
あ
っ
て
講
堂
に
は
仏
像
を
常
置
し
な
く
な
っ
た
も
の
と
推
定
し
た
。
以
上
を
ふ
ま
え
て
、
第
四
節
で
は
日
本
の
講
堂
と
そ
の
仏
像
安
置
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
考
察
し
た
。
日
本
の
最
初
期
の
伽
藍
に
は
講
堂
は
建
立
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
七
世
紀
半
ば
に
朝
鮮
半
島
を
通
じ
て
大
陸
の
講
堂
を
受
容
し
た
。
そ
の
伽
藍
配
置
は
、
四
天
王
寺
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
講
堂
に
回
廊
が
取
り
付
い
て
金
堂
や
塔
と
空
間
の
一
部
を
共
有
す
る
も
の
で
、
一
部
の
講
堂
に
は
仏
像
も
安
置
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
八
世
紀
に
な
っ
て
講
堂
と
仏
殿
を
明
確
に
区
別
す
る
考
え
方
が
中
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
。
鑑
真
の
建
立
し
た
唐
招
提
寺
は
ま
さ
に
こ
の
例
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
講
堂
に
仏
像
を
安
置
す
る
こ
と
は
そ
の
後
も
続
け
ら
れ
、
唐
招
提
寺
の
講
堂
で
も
平
安
時
代
の
初
め
に
は
仏
像
が
安
置
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
円
珍
の
指
摘
通
り
、
日
本
で
は
「
仏
を
安
ず
る
の
を
愛
す
る
」
こ
と
と
、
俗
講
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
講
堂
に
は
仏
像
が
安
置
し
続
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
九
世
紀
に
は
寺
僧
集
団
の
変
質
に
よ
っ
て
、
食
堂
や
伽
藍
僧
房
と
と
も
に
講
堂
も
消
え
て
い
く
が
、
恒
例
の
法
会
や
仏
像
安
置
の
場
と
な
っ
た
一
部
の
講
堂
は
そ
の
後
も
生
き
残
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
陸
で
は
講
堂
は
文
字
通
り
「
講
経
」
に
特
化
し
た
堂
宇
と
な
っ
て
仏
像
は
排
除
さ
れ
た
が
、
日
本
で
は
俗
講
が
行
わ
れ
ず
、
む
し
ろ
在
俗
者
が
仏
教
と
結
び
つ
く
契
機
と
し
て
造
仏
が
盛
行
し
た
結
果
、
新
た
な
堂
宇
や
寺
院
を
建
て
る
だ
け
の
経
済
力
を
持
た
な
い
人
々
も
含
め
て
、
広
く
て
供
養
に
適
し
た
講
堂
が
仏
像
安
置
の
場
所
と
し
て
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
講
堂
の
安
置
仏
は
、
古
代
日
本
に
お
け
る
造
仏
の
盛
行
を
象
徴
し
、
そ
の
仏
教
信
仰
を
特
徴
づ
け
る
も
の
と
結
論
し
た
。
